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１ 調査目的 

  男女共同参画に関する市民の意識や生活実態、要望等を把握し、令和 3年度に改

定する「男女共同参画推進計画」の基礎資料とすることを目的に行う。 

 

２ 実施主体 

  浜田市 

 

３ 調査方法と実施期間 

（１）調査対象：浜田市に住民登録をしている 18歳以上の市民 

（２）標本数：1,500 人（男女各 750人） 

（３）標本抽出法：住民基本台帳からの無作為抽出 

（４）調査方法：郵送方式 

（５）調査期間：令和 2年（2020年）12月 11日（金）～12月 25日（金） 

（６）最終回答票到着：令和 3年 1月 18日(月) 

 

４ 回収結果 

（１）回収状況：抽出標本数     1,500（直前住民票異動者数 1） 

        実質調査対象数 1,499 

        回収数(回収率)  596（39.73％） 

 

５ 調査結果の見方 

（１）比率は、原則として各設問の無回答を含む集計対象総数に対する百分比（％）

を表している。 

（２）1人の対象に複数の回答の設問では、百分比（％）の合計は 100％を超える。 

（３）百分比（％）の表示は、少数点第２位以下を単純四捨五入としているため、必

ずしも合計が 100とならない場合がある。 

（４）経年比較・島根県調査との比較は、比較する設問、選択肢及び選択条件などが

一致していないものもある。 

（５）自由記述は、個人が特定されるような表現等を除き、可能な限り原文のまま掲

載している。 

 

６ 比較に用いた過去調査・他調査 

（１）平成 26年調査（浜田市） 

  ・調査名：男女共同参画に関する市民の意識・実態調査 

  ・調査時期：平成 26年（2014年）12月 1日～12月 19日 

  ・調査対象：浜田市に住民登録をしている 18歳以上の市民 1,500人 

  ・対象抽出方法：住民基本台帳からの無作為抽出 

  ・調査方法：郵送法 

  ・回収状況：有効回収数 620人（41.5％） 

（２）令和元年度調査（島根県） 

  ・調査名：令和元年度 島根県男女共同参画に関する県民の意識・実態調査 

  ・調査時期：令和元年（2019年）7月 23日～9月 30日 
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  ・調査対象：満 18歳以上の県内居住者 2,000人 

  ・対象抽出方法：層化無作為抽出法 

  ・調査方法：郵送法 

  ・回収状況：有効回収数 896人（44.8％） 
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１ 自身や家族の状況について 

 

 

問１ はじめに、ご自身やご家族の状況についてお伺いします。 

（該当に〇をつけてください。） 

 

回答者の構成 

 

（１）性別構成  （あなたの性別を教えてください。） 

 人数（人） 割合（％） 

男 性 283  47.5  

女 性 311  52.2  

その他 1  0.2  

無回答 1  0.2  

合 計 596  100  

 

（２）年代構成  （あなたの年代を教えてください。） 

 人数（人） 割合（％） 

18～20歳代 29  4.9  

30歳代 54  9.1  

40歳代 57  9.6  

50歳代 78  13.1  

60歳代 138  23.2  

70歳代 153  25.7  

80歳代以上 85  14.3  

無回答 2  0.3  

合 計 596  100  

 

（３）職業  （あなたの現在のお仕事は、どれにあたりますか。） 

 実数 構成比(％) 

自営業（農林漁業・家族従事者含む） 56 9.4 

勤務者（パート・アルバイト等含む） 272 45.6 

学生 16 2.7 

無職・休職中（主婦・主夫を含む） 235 39.4 

その他 14 2.3 

無回答 3 0.5 

合 計 596 100 
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（４）配偶者・パートナーの有無  （配偶者・パートナーがいますか。） 

    実数(人) 割合（％） 

あり 430 72.1 

なし 163 27.3 

無回答 3 0.5 

合 計   596  100 

 

（５）配偶者・パートナーの就業状況 （配偶者・パートナーありと回答した方のみ） 

  （配偶者やパートナーの現在のお仕事は、どれにあたりますか。） 

 実数 構成比(％) 

自営業（農林漁業・家族従事者含む） 41 9.5 

勤務者（パート・アルバイト等含む） 207 48.1 

学生 1 0.2 

無職・休職中（主婦・主夫を含む） 172 40.0 

その他 9 2.1 

無回答 0 0.0 

合 計 430 100 

 

（６）世帯の状況  （あなたの現在の世帯は、どれにあたりますか。） 

 実数 構成比(％) 

単身世帯 90 15.1 

夫婦のみの世帯 211 35.4 

夫婦と子どもによる世帯 150 25.2 

三世代（親と子と孫）以上の世帯  52 8.7 

夫婦と親による世帯 27 4.5 

その他  49 8.2 

無回答 17 2.9 

合 計 596 100 
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２ 男女の性別役割などについて 

 

 

問２ 次にあげることがらについて、あなたはどう思いますか。 

（〇は、それぞれの質問ごとに一つ） 

 

※ 今回の調査から選択肢に「どちらとも言えない」「わからない」を追加した設問である。 

※ 今回からの調査の項目に、（９）を追加した設問である。 

 

■性別役割等に関する意識（全体） 

 

（計） （計）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

男性は外で働き、女性は家庭を
守るべきである

家事・介護は女性がした方が良
いと思う

自治会などの代表者は、男性の
方がうまくいく

女性は、男性よりも細やかに気
配りをすることが必要だと思う

男性は、女性よりもいざというと
きの決断力が必要だと思う

仕事をする上で男女の能力に差
はないと思う

子育ては、やはり母親でなくては
と思う

■性別役割等に関する意識（全体）

全体
R2　(n=596）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

16.1% 57.4%

34.9% 32.4%

30.9% 39.1%

52.1% 25.8%

52.2% 17.8%

42.8% 31.9%

26.2% 43.3%

38.1% 33.7%

22.1% 47.8%

世帯主に男性がなるのは当然
だと思う

家や家業を継ぐのは、男性の役
割だと思う

4.7%

14.8%

9.1%

22.7%

34.6%

14.4%

8.7%

17.1%

8.2%

11.4%

20.1%

21.8%

29.4%

17.6%

28.4%

17.4%

21.0%

13.9%

24.0%

28.2%

27.7%

20.0%

26.2%

23.2%

28.9%

24.7%

27.7%

11.9%

5.9%

10.6%

5.9%

7.7%

8.2%

10.7%

6.9%

9.6%

45.5%

26.5%

28.5%

20.0%

10.1%

23.7%

32.6%

26.8%

38.3%

1.2%

3.2%

0.7%

0.7%

2.5%

0.7%

0.3%

1.8%

0.8%

1.3%

1.3%

1.7%

1.5%

1.3%

1.5%

1.3%

1.7%

1.5%

そう思う

どちらかというとそう思う

どちらとも言えない

どちらかというとそう思わない

そう思わない

わからない

無回答
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■性別役割等に関する意識（性別） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

全体
R2　(n=596）

（計） （計）

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

20.3% 54.0%

38.5% 33.6%

37.9% 33.8%

24.4% 41.0%

37.9% 37.6%

31.8% 36.0%

21.2% 49.8%

家や家業を継ぐのは、男性
の役割だと思う

19.8% 54.1%

12.9% 60.5%

31.1% 35.3%

38.6% 29.6%

27.6% 43.5%

34.1% 35.0%

54.1% 24.7%

48.4%
子育ては、やはり母親でな
くてはと思う

家事・介護は女性がした方
が良いと思う

世帯主に男性がなるのは
当然だと思う

男性は外で働き、女性は家
庭を守るべきである

50.5%

自治会などの代表者は、男
性の方がうまくいく

女性は、男性よりも細やか
に気配りをすることが必要
だと思う

男性は、女性よりもいざと
いうときの決断力が必要だ
と思う

仕事をする上で男女の能
力に差はない

26.7%

25.4%

53.7% 19.1%

50.8% 16.7%

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

6.0%

3.5%

11.7%

17.7%

9.2%

9.0%

23.7%

21.9%

36.4%

32.8%

19.1%

10.3%

10.6%

7.1%

17.0%

17.4%

9.5%

7.1%

13.8%

9.3%

19.4%

20.9%

18.4%

25.1%

30.4%

28.6%

17.3%

18.0%

29.3%

27.7%

21.2%

14.1%

21.6%

20.6%

14.8%

13.2%

24.4%

23.8%

30.0%

26.7%

27.9%

27.7%

19.4%

20.6%

24.7%

27.7%

24.7%

21.9%

30.7%

27.3%

25.8%

23.8%

31.8%

24.1%

12.4%

11.6%

6.0%

5.8%

13.8%

7.7%

7.4%

4.5%

7.4%

8.0%

7.1%

9.3%

10.6%

10.9%

6.4%

7.4%

7.4%

11.6%

41.7%

48.9%

29.3%

23.8%

29.7%

27.3%

17.3%

22.2%

11.7%

8.7%

18.4%

28.3%

25.4%

38.9%

27.2%

26.4%

33.6%

42.4%

1.4%

1.0%

2.8%

3.5%

0.4%

1.0%

1.1%

0.3%

1.8%

3.2%

0.7%

0.6%

0.4%

0.3%

0.7%

2.9%

1.4%

0.3%

0.4%

1.9%

0.7%

1.6%

0.7%

2.3%

0.7%

1.9%

0.7%

1.6%

0.7%

1.9%

1.1%

1.3%

1.4%

1.6%

1.4%

1.3%

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

そう思う

どちらかというとそう思う

どちらとも言えない

どちらかというとそう思わな

い
そう思わない
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問２（１）「男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである」 （性・年齢別） 

 

 

■男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである（男性・年齢別） 

 
※年齢枠は、前回の 70歳以上から、70歳代、80歳以上とした。 

 

 

【R２年度】

（計） （計）

6.7% 80.0%

8.0% 72.0%

11.5% 57.7%

7.7% 61.5%

15.8% 60.5%

29.6% 39.4%

46.7% 33.3%

【H２６年度】

35.7% 64.3%

22.7% 77.3%

30.3% 66.7%

26.5% 71.9%

41.3% 55.1%

43.8% 43.8%

80歳～（ｎ＝30）

70歳～（ｎ＝90）

20歳代（ｎ＝14）

30歳代（ｎ＝22）

40歳代（ｎ＝33）

50歳代（ｎ＝64）

60歳代（ｎ＝80）

70歳代（ｎ＝71）

20歳代（ｎ＝15）

30歳代（ｎ＝25）

40歳代（ｎ＝26）

50歳代（ｎ＝39）

60歳代（ｎ＝76）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

男性

13.5%

8.8%

3.1%

3.0%

0.0%

0.0%

30.3%

32.5%

23.4%

27.3%

22.7%

35.7%

23.6%

21.3%

25.0%

15.2%

27.3%

28.6%

20.2%

33.8%

46.9%

51.5%

50.0%

35.7%

12.4%

3.8%

1.6%

3.0%

0.0%

0.0%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

0.0%

0.0%

0.0%

2.6%

5.3%

11.3%

13.3%

6.7%

8.0%

11.5%

5.1%

10.5%

18.3%

33.3%

13.3%

20.0%

30.8%

28.2%

19.7%

29.6%

20.0%

6.7%

12.0%

11.5%

12.8%

15.8%

11.3%

10.0%

73.3%

60.0%

46.2%

48.7%

44.7%

28.2%

23.3%

0.0%

0.0%

0.0%

2.6%

3.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.4%

そう思う どちらかというとそう思う

どちらとも言えない どちらかというとそう思わない

そう思わない わからない

無回答
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■男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである（女性・年齢別） 

 
 

 

 

 

 

 

 

（計） （計）

0.0% 100.0%

10.3% 72.4%

12.9% 64.5%

5.3% 57.9%

11.3% 67.7%

9.8% 58.5%

29.1% 38.2%

【H２６年度】

30.0% 70.0%

30.0% 70.0%

21.2% 78.8%

23.8% 66.7%

16.7% 78.2%

39.9% 55.6%

40歳代（ｎ＝33）

50歳代（ｎ＝42）

60歳代（ｎ＝78）

80歳～（ｎ＝55）

70歳～（ｎ＝108）

20歳代（ｎ＝20）

30歳代（ｎ＝30）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

70歳代（ｎ＝82）

女性

【R２年度】

20歳代（ｎ＝14）

30歳代（ｎ＝29）

40歳代（ｎ＝31）

50歳代（ｎ＝38）

60歳代（ｎ＝62）

0.0%

0.0%

2.6%

0.0%

3.7%

12.7%

10.3%

12.9%

2.6%

11.3%

6.1%

16.4%

0.0%

17.2%

22.6%

31.6%

17.7%

26.8%

30.9%

7.1%

13.8%

6.5%

7.9%

19.4%

12.2%

7.3%

92.9%

58.6%

58.1%

50.0%

48.4%

46.3%

30.9%

2.6%

0.0%

2.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.6%

3.2%

2.4%

1.8%

そう思う どちらかというとそう思う

どちらとも言えない どちらかというとそう思わない

そう思わない わからない

無回答

13.0%

1.3%

2.4%

0.0%

0.0%

0.0%

26.9%

15.4%

21.4%

21.2%

30.0%

30.0%

25.0%

26.9%

28.6%

27.3%

33.3%

25.0%

30.6%

51.3%

38.1%

51.5%

36.7%

45.0%

4.6%

5.1%

9.5%

0.0%

0.0%

0.0%

そう思う どちらかといえばそう思う

どうちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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■男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである（令和 2 年度・平成 26 年度（全体・性別）） 

 

 

 

 

 

■島根県との比較  島根県・浜田市（全体） 

 

 

 

 

 

（計） （計）

16.1% 57.4%

19.8% 54.1%

12.9% 60.5%

32.6% 62.5%

36.0% 58.7%

28.3% 67.5%（女性：ｎ＝311）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

【H２６年度】

（全体：ｎ＝620）

（男性：ｎ＝303）

【R２年度】

　（全体：ｎ＝596）

　（男性：ｎ＝283）

（女性：ｎ＝311）

　

4.7%

6.0%

3.5%

11.4%

13.8%

9.3%

24.0%

24.4%

23.8%

11.9%

12.4%

11.6%

45.5%

41.7%

48.9%

1.2%

1.4%

1.0%

1.3%

0.4%

1.9%

そう思う どちらかというとそう思う

どちらとも言えない どちらかというとそう思わない

そう思わない わからない

無回答

6.8%

7.3%

5.1%

25.8%

28.7%

23.2%

24.8%

23.1%

27.0%

37.7%

35.6%

40.5%

4.8%

5.3%

4.2%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

（計） （計）

26.7% 70.7%

16.1% 57.4%
令和2年度   浜田市

（全体：ｎ＝596）

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

令和元年度　島根県
（全体：ｎ＝896）

4.0%

4.7%

22.7%

11.4% 24.0%

25.1%

11.9%

45.6%

45.5%

1.2%

2.6%

1.3%

そう思う どちらかというとそう思う

どちらとも言えない どちらかというとそう思わない

そう思わない わからない

無回答
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３ 各分野における男女の地位の平等感について 

 

 

問３ 次にあげる分野で、男女の地位は現在平等になっていると思いますか。 

（○は質問ごとに一つずつ） 

 

※ 今回の調査から選択肢に「わからない」を追加した設問である。 

 

■各分野における男女の地位の平等感（全体） 

 
 

 

 

 

 

 

 

全体 （n=596）

（計） （計）

（1）
50.7% 5.9%

（2）
54.2% 6.0%

（3）
44.3% 7.0%

（4）
15.1% 3.0%

（5）
36.6% 5.4%

（6）
67.8% 1.5%

（7）
43.3% 1.2%

社会通念・
しきたりでは

就職採用選考
では

男
性
が
優
遇

女
性
が
優
遇

家庭生活では

職場では

地域生活では

学校では

法律や制度上
では

5.0%

9.9%

6.7%

2.0%

6.5%

13.3%

5.4%

45.6%

44.3%

37.6%

13.1%

30.0%

54.5%

37.9%

31.2%

21.6%

28.4%

47.3%

31.5%

12.8%

23.2%

4.9%

4.5%

6.0%

2.2%

4.4%

1.0%

0.7%

1.0%

1.5%

1.0%

0.8%

1.0%

0.5%

0.5%

10.6%

14.6%

17.8%

30.7%

24.0%

15.6%

29.4%

1.7%

3.5%

2.5%

3.9%

2.5%

2.3%

3.0%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇 されている

平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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■各分野における男女の地位の平等感（全体・前回比較） 

 

 

 

 

 

 

 

全体

（計） （計）

（1）
50.7% 5.9%

55.0% 8.7%

（2）
54.2% 6.0%

60.0% 5.3%

（3）
44.3% 7.0%

50.5% 7.3%

（4）
15.1% 3.0%

21.6% 6.6%

（5）
36.6% 5.4%

41.8% 7.9%

（6）
67.8% 1.5%

71.5% 2.9%

（7）
43.3% 1.2%

55.0% 1.5%

法律や制度上
では

社会通念・
しきたりでは

就職採用選考
では

男
性
が
優
遇

女
性
が
優
遇

H26　(n=620)

R2　(n=596)

家庭生活では

職場では

地域生活では

学校では

5.0%

8.9%

45.6%

46.1%

31.2%

29.7%

4.9%
7.6%

1.0%

1.1%

10.6% 1.7%

6.6%

R2

H26

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇 されている
平等になっている
どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

9.9%

11.1%

44.3%

48.9%

21.6%

25.3%

4.5%

4.7%

1.5%

0.6%

14.6% 3.5%

9.4%

R2

H26

6.7%

7.9%

37.6%

42.6%

28.4%

33.9%

6.0%

6.9%

1.0%

0.3%

17.8% 2.5%

8.4%

R2

H26

2.0%

3.1%

13.1%

18.5%

47.3%

58.5%

2.2%

5.6%

0.8%

1.0%

30.7% 3.9%

13.2%

R2

H26

13.3%

14.5%

54.5%

56.9%

12.8%

16.6%

1.0%

2.3%

0.5%

0.6%

15.6% 2.3%

9.0%

R2

H26

5.4%

7.9%

37.9%

47.1%

23.2%

31.6%

0.7%

1.1%
0.5%

0.3%

29.4% 3.0%

11.9%

R2

H26

6.5%

6.6%

30.0%

35.2%

31.5%

41.8%

4.4%

7.4%

1.0%

0.5%

24.0% 2.5%

8.5%

R2

H26
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■各分野における男女の地位の平等感（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体

（計） （計）

（1） 43.8% 7.4%

56.9% 4.5%

（2） 職場では 53.4% 8.1%

55.0% 4.2%

（3） 41.3% 7.1%

46.9% 7.1%

（4） 13.4% 3.2%

16.7% 2.6%

（5） 32.2% 6.0%

では
40.8% 4.5%

（6） 70.3% 1.1%

65.9% 1.9%

（7） 42.4% 1.4%

では
44.4% 1.0%

男
性
が
優
遇

女
性
が
優
遇男性　(n=283)

女性　(n=311)

しきたりでは

就職採用選考

家庭生活では

地域生活では

学校では

法律や制度上

社会通念・

2.5%

7.4%

8.8%

10.9%

4.6%

8.7%

1.4%

2.6%

4.2%

8.7%

9.2%

17.0%

3.9%

6.8%

41.3%

49.5%

44.5%

44.1%

36.7%

38.3%

12.0%

14.1%

27.9%

32.2%

61.1%

48.9%

38.5%

37.6%

37.5%

25.7%

25.1%

18.6%

34.6%

22.8%

52.3%

43.1%

42.0%

22.2%

16.3%

9.6%

30.0%

17.0%

6.4%

3.5%

5.7%

3.5%

5.7%

6.4%

2.1%

1.9%

4.6%

4.2%

0.7%

1.3%

1.1%

0.3%

1.1%

1.0%

2.5%

0.6%

1.4%

0.6%

1.1%

0.6%

1.4%

0.3%

0.4%

0.6%

0.4%

0.6%

10.6%

10.6%

10.2%

18.6%

15.2%

20.3%

27.9%

33.4%

18.0%

29.6%

11.0%

19.6%

23.3%

34.7%

0.7%

2.3%

3.2%

3.5%

1.8%

2.9%

3.2%

4.2%

1.8%

2.9%

1.4%

2.9%

2.8%

2.9%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇 されている

平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性
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４  社会全体における男女の地位の平等感について 

 

 

問４ 社会全体で見た場合には、男女の地位は平等になっていると思いますか。 

   （○は一つ） 

 

■社会全体における男女の地位の平等感（全体・性別） 

 
 

■社会全体における男女の地位の平等感（平成 26 年度 全体・性別） 

 
 

 

 

 

 

 

【R２年度】

（計） （計）

73.2% 3.9%

73.1% 6.0%

73.3% 1.9%

男
性
優
遇

女
性
優
遇

全体（ｎ＝596）

男性（ｎ＝283）

女性（ｎ＝311）

5.4%

3.2%

7.4%

67.8%

70.0%

65.9%

10.4%

12.4%

8.7%

3.5%

5.7%

1.6%

0.3%

0.4%

0.3%

10.9%

7.8%

13.8%

1.7%

0.7%

2.3%

1 男性の方が非常に優遇されている

２ どちらかといえば男性の方が優遇されている

３ 平等になっている

４ どちらかといえば女性の方が優遇されている

５ 女性の方が非常に優遇されている

６ わからない

無回答

【H２６年度】

78.2% 4.6%

76.9% 6.6%

79.5% 2.9%

全体

男性

女性

7.3%

7.6%

6.8%

70.9%

69.3%

72.7%

13.2%

14.2%

12.5%

4.3%

5.9%

2.9%

0.3%

0.7%

0.0%

4.0%

2.3%

5.1%
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５ 女性と仕事について 

 

 

問５ 一般的に女性と仕事について、あなたはどうお考えですか。 

   （○は一つ） 

 

※ 今回の調査から選択肢に「わからない」を追加した設問である。 

 

 ■女性と仕事について（全体・性別） 

 

 

■女性と仕事について（平成 26 年度 全体・性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【R２年度】

全体（ｎ＝596）

男性（ｎ＝283）

女性（ｎ＝311）

0.5%

1.1%

0.0%

1.8%

1.4%

2.3%

4.5%

5.7%

3.5%

45.1%

46.6%

44.1%

26.7%

29.3%

24.4%

9.7%

6.7%

12.2%

8.4%

6.4%

10.3%

3.2%

2.8%

3.2%

１ 女性は仕事に就かない方がよい

２ 結婚するまでは、仕事を続ける方がよい

３ 子どもができるまでは、仕事を続ける方がよい

４ 子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい

５ 子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事に就く方がよい

６ その他

７ わからない

無回答

【H２６年度】

全体

男性

女性

0.5%

0.3%

0.6%

2.7%

2.6%

2.9%

8.9%

10.9%

7.1%

44.8%

44.9%

45.7%

32.6%

31.7%

33.1%

6.6%

5.6%

7.7%

3.9%

4.0%

2.9%
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■女性と仕事について（性・年齢別） 

 

 

 

 

 

【女性】

80歳～（ｎ＝55）

80歳～（ｎ＝30）

18～20歳代（ｎ＝14）

30歳代（ｎ＝29）

40歳代（ｎ＝31）

50歳代（ｎ＝38）

60歳代（ｎ＝62）

70歳代（ｎ＝82）

【男性】

70歳代（ｎ＝71）

18～20歳代（ｎ＝15）

30歳代（ｎ＝25）

40歳代（ｎ＝26）

50歳代（ｎ＝39）

60歳代（ｎ＝76）

0.0%

0.0%

3.9%

2.6%

4.0%

3.9%

0.0%

2.8%

0.0%

6.7%

6.6%

9.9%

10.0%

53.3%

60.0%

34.6%

59.0%

52.6%

32.4%

46.7%

13.3%

8.0%

26.9%

28.2%

29.0%

39.4%

36.7%

13.3%

20.0%

15.4%

7.7%

2.6%

4.2%

13.3%

4.0%

11.5%

5.1%

1.3%

8.5%

6.7%

0.0%

4.0%

3.9%

0.0%

5.3%

2.8%

0.0%

１ 女性は仕事に就かない方がよい

２ 結婚するまでは、仕事を続ける方がよい

３ 子どもができるまでは、仕事を続ける方がよい

４ 子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい

５ 子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事に就く方がよい

６ その他

７ わからない

無回答

1.6%

1.2%

9.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.8%

8.5%

1.8%

28.6%

44.8%

38.7%

55.3%

48.4%

50.0%

29.1%

21.4%

6.9%

25.8%

23.7%

21.0%

23.2%

40.0%

28.6%

31.0%

19.4%

15.8%

11.3%

4.9%

3.6%

21.4%

10.3%

16.1%

5.3%

8.1%

7.3%

14.6%

0.0%

6.9%

0.0%

0.0%

4.8%

4.9%

1.8%
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６ 仕事、家庭生活、地域、個人の生活について 

 

 

問６ あなたは、仕事、家庭生活、地域・個人の生活の、どれを優先させる方が

望ましいと思いますか。 

（〇は一つ） 

 

※ 今回の調査から選択肢に「わからない」を追加した設問である。 

 

■ 仕事、家庭生活、地域、個人の生活の優先について (希望) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.2%

10.2%

4.5%

15.6%

12.0%

19.0%

1.8%

2.5%

1.3%

30.5%

31.8%

29.6%

5.2%

5.7%

4.8%

6.5%

6.4%

6.8%

23.3%

24.7%

22.2%

7.0%

4.2%

9.3%

2.7%

2.5%

2.6%

【全体（n＝596）】

【男性（n＝283）】

【女性（n＝311）】

１ 仕事を優先させる

２ 家庭生活を優先させる

３ 地域・個人の生活を優先させる

４ 仕事と家庭生活を同じように優先させる

５ 仕事と地域・個人の生活を同じように優先させる

６ 家庭生活と地域・個人の生活を同じように優先させる

７ 仕事と家庭生活と地域・個人の生活を同じように優先させる

８ わからない

無回答
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問７ あなたは、仕事、家庭生活、地域・個人の生活のどれを優先していますか。 

   （〇は一つ） 

 

※ 今回の調査から選択肢の末尾を「～させている」を「～している」に修正した。 

 

■ 仕事、家庭生活、地域、個人の生活の優先について(現実) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.0%

24.7%

11.9%

23.7%

16.3%

30.5%

4.9%

5.7%

4.2%

25.0%

26.1%

23.8%

5.5%

7.8%

3.5%

10.6%

8.1%

12.9%

8.2%

8.8%

7.7%

4.2%

2.5%

5.5%

【全体（n＝596）】

【男性（n＝283）】

【女性（n＝311）】

１ 仕事を優先している

２ 家庭生活を優先している

３ 地域・個人の生活を優先している

４ 仕事と家庭生活を同じように優先している

５ 仕事と地域・個人の生活を同じように優先している

６ 家庭生活と地域・個人の生活を同じように優先している

７ 仕事と家庭生活と地域・個人の生活を同じように優先している

無回答



18 

 

７ 家庭内の役割分担について 

 

 

問８ 家庭の中で、次の仕事はどなたが担当されていますか。 

（〇は質問ごとに一つずつ） 

 

■家庭内の仕事の役割分担（全体・性別） 

 

 

（１）

（２）

（３）

小さい子供の世話や
しつけ

介護の必要な高齢
者・病人の世話

地域活動への参加
（自治会・PTAなど）

全体　（ｎ＝596)

食事のしたく

食事のかたづけ

掃除

買い物

ごみ出し

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

66.1%

56.7%

52.2%

50.7%

29.5%

23.8%

22.1%

16.4%

6.9%

14.1%

17.1%

19.8%

15.3%

17.1%

12.1%

17.3%

2.9%

5.7%

6.4%

5.5%

28.9%

0.8%

2.2%

31.5%

2.2%

1.7%

2.2%

2.0%

3.2%

1.3%

1.0%

1.8%

0.8%

0.8%

1.0%

0.8%

1.3%

28.5%

36.2%

10.4%

21.1%

21.0%

21.1%

21.1%

21.8%

28.4%

26.3%

22.5%

妻がすることが多い 妻と夫が同じ程度分担

夫がすることが多い 主に親や子どもなど夫婦以外

該当する仕事はない 無回答
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男性　（ｎ＝283)

（１） 食事のしたく

（２） 食事のかたづけ

（３） 掃除

（４） 買い物

（５） ごみ出し

（６）
小さい子供の世話や
しつけ

（７）
介護の必要な高齢
者・病人の世話

（８）
地域活動への参加
（自治会・PTAなど）

65.7%

50.9%

45.9%

46.6%

24.4%

21.2%

20.1%

12.0%

8.8%

18.4%

22.3%

24.0%

17.0%

19.4%

15.5%

18.0%

4.2%

9.9%

10.2%

8.1%

35.7%

1.4%

2.1%

40.3%

1.8%

1.4%

1.8%

1.8%

1.8%

2.5%

1.1%

1.8%

0.4%

0.4%

0.7%

0.4%

0.7%

29.7%

36.4%

7.4%

19.1%

19.1%

19.1%

19.1%

20.5%

25.8%

24.7%

20.5%

妻がすることが多い 妻と夫が同じ程度分担

夫がすることが多い 主に親や子どもなど夫婦以外

該当する仕事はない 無回答

小さい子供の世話や
しつけ

（７）
介護の必要な高齢
者・病人の世話

（８）
地域活動への参加
（自治会・PTAなど）

女性　（ｎ＝311)

（１） 食事のしたく

（２） 食事のかたづけ

（３） 掃除

（４） 買い物

（５） ごみ出し

（６）

66.9%

62.1%

58.2%

54.7%

34.4%

26.4%

24.1%

20.6%

5.1%

10.3%

12.2%

16.1%

13.5%

15.1%

9.0%

16.7%

1.3%

1.9%

2.9%

2.9%

22.8%

0.3%

2.3%

23.5%

2.6%

1.9%

2.6%

2.3%

4.5%

0.3%

1.0%

1.9%

1.3%

1.3%

1.3%

1.3%

1.9%

27.3%

36.0%

13.2%

22.8%

22.5%

22.8%

22.8%

22.8%

30.5%

27.7%

24.1%

妻がすることが多い 妻と夫が同じ程度分担

夫がすることが多い 主に親や子どもなど夫婦以外

該当する仕事はない 無回答
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８ 男女共に家庭や社会生活に積極的に参加するために必要なことについて 

 

 

問９ 今後、男性・女性とともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加

していくため、どのようなことが必要だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 

■男女共に家庭や社会生活に積極的に参加するために必要なこと 

 
 

（１）

（２）

（３）

「男性は仕事、女性は家庭」
といった固定的な役割分担や
ならわしを改めること

男性の仕事中心の生き方・
考え方を改めること

夫婦や家族間で家事の分担
などをするように話し合うこと

保育の施設・サービスや、
高齢者・病人の施設、介護
サービスを充実すること

労働時間短縮や休暇制度
（育児休業、介護）の充実に
努めること

（９）

（１０）

（１１）

子どもの頃から、家事などは
男女で分担するようなしつけ
や育て方をすること

男性が生活面において自立
できるような能力を身につけ
ること

女性が経済的に自立し、積極
的に社会参加すること

仕事と家庭を両立するために
相談できる窓口を設けること

その他

特に必要なことはない

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

51.0%

31.7%

55.5%

45.5%

38.1%

44.3%

36.1%

24.3%

18.0%

2.9%

2.3%

51.2%

33.2%

51.2%

41.3%

37.1%

37.8%

33.2%

22.3%

14.5%

3.2%

1.8%

51.1%

30.2%

59.5%

49.5%

39.2%

50.5%

38.9%

26.4%

21.2%

2.6%

2.9%

【全体（n＝596）】 【男性（n＝283）】 【女性（n＝311）】
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９ 女性の人権について  

 

問１０ セクシュアル・ハラスメント（性的ないやがらせ）を受けたり、身近

で見聞きしたことがありますか。 

（○は一つ） 

 

※ 今回の調査から、選択肢に「２ いやがらせを受けたことはないが」「３ いやがらせを

受けたことはなく」など、自身についていやがらせを受けたかどうかの有無を入れた。 

 

 

 

 

 

 

いやがらせを受けたことがある 

いやがらせを受けたことはないが、身近に受
けている（いた）人がいる 

いやがらせを受けたことはなく、自分のまわ
りにもいやがらせを受けた（受けている）人は
いないが、一般的な知識として知っている 

セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）という
言葉を聞いたことがある 

そういう言葉は聞いたことがない 

無回答 

いやがらせを受けたことがある 

身近に受けている（いた）人がいる 

セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）という
言葉を聞いたことがある 

そういう言葉は聞いたことがない 

無回答 

R2 

H26 
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問１１ あなたは、ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）デートＤＶを経験

したり、身近で見聞きしたことがありますか。 

（〇は一つ） 

 

※今回の調査から、選択肢に「２ 暴力を受けたことはないが、」「３ ＤＶ を受けたことはなく、自分

のまわりにもＤＶを受けている（いた）人はいないが、一般的な知識として知っている。」を入れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.0%

10.0%

11.3%

56.9%

11.9%

6.1%

4.2%

9.5%

15.9%

56.9%

7.1%

1.8%

6.4%

9.7%

13.4%

56.7%

9.7%

4.0% 全体(n=596)

男性(n=283)

女性(n=311)

R2

10.3%

20.6%

58.2%

7.7%

3.2%

5.9%

23.1%

62.4%

7.6%

1.0%

8.7%

21.6%

60.0%

7.6%

2.1% 全体（n=620)

男性(n=303)

女性(n=301)

暴力を受けたことがある

身近に受けている（いた）人がいる

DV・デートDVという言葉を聞いたことが

ある

そういう言葉は聞いたことがない

無回答

H26 

暴力を受けたことがある 

 

暴力を受けたことはないが、 

身近に受けている（いた）人がいる 

 

ＤＶ を受けたことはなく、自分のまわりにも 
ＤＶを受けている（いた）人はいないが、 
一般的な知識として知っている 

 

デート DV という言葉を聞いたことがある 

 

そういう言葉は聞いたことがない 

 

無回答 
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（問 11で「暴力を受けたことがある」と答えた人のみ） 

 

問１１－２ どのような暴力を受けましたか？ 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.7%

23.1%

23.1%

61.5%

53.8%

0.0%

0.0%

7.7%

15.4%

7.7%

7.7%

23.1%

30.8%

76.9%

61.5%

全体（n=13人）

男性（ｎ=3人）

女性（ｎ=10人）

身体的暴力（たたく、殴る、蹴る等）を受けた

精神的暴力（大声でどなる、何を言っても無視す

る、人前でバカにする、恐怖を感じるような脅迫

等）を受けた

性的暴力（嫌がっているのに性行為を強要する、

避妊に協力しない等）を受けた

経済的暴力（生活費を渡さない、お金の使い方を

細かく監視する等）を受けた

社会的暴力（行動を監視する等）を受けた

H26 

身体的暴力（たたく、殴る、蹴る等）を受けた 

  

精神的暴力（大声でどなる、何を言っても無視す

る、人前でバカにする、恐怖を感じるような脅迫

等）を受けた 
  
性的暴力（嫌がっているのに性行為を強要する、

避妊に協力しない等）を受けた 
  
  
経済的暴力（生活費を渡さない、お金の使い方

を細かく監視する等）を受けた 
  
  
社会的暴力（行動を監視する等）を受けた 

R2 

5.1%

15.4%

10.3%

35.9%

33.3%

0.0%

22.2%

0.0%

66.7%

11.1%

4.2%

16.7%

8.3%

41.7%

29.2%

全体(n=24)

男性(n=5)

女性(n=19)

R2 

身体的暴力（たたく、殴る、蹴る等）を受けた 

  

 

精神的暴力（大声でどなる、何を言っても無視す

る、人前でバカにする、恐怖を感じるような脅迫

等）を受けた 
  
性的暴力（嫌がっているのに性行為を強要する、

避妊に協力しない等）を受けた 
  
経済的暴力（生活費を渡さない、お金の使い方

を細かく監視する等）を受けた 
  

 
社会的暴力（行動を監視する等）を受けた 
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 （問１１で「暴力を受けたことがある」と答えた人のみ） 

 

問１１－３ あなたは暴力を受けた時に誰かに相談しましたか？ 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26  

10.8%

2.7%

18.9%

10.8%

10.8%

2.7%

0.0%

18.9%

24.3%

0.0%

0.0%

40.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

40.0%

9.5%

2.4%

21.4%

11.9%

9.5%

2.4%

0.0%

16.7%

26.2%

全体(n=24)

男性(n=5)

女性(n=19)

家族や友人に相談した

公的な機関（児童相談所、市役所）に相談した

民間の機関（弁護士等）に相談した

学校関係者（教員、スクールカウンセラー等）に

相談した

医療関係者（医師、看護師等）に相談した

警察に通報・相談した

誰にも相談しなかった

相談するところが分からなかった

その他（民生児童委員、職場の友人など）

R2 

0.0%

54.5%

9.1%

9.1%

0.0%

0.0%

9.1%

18.2%

25.0%

75.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

6.7%

60.0%

6.7%

6.7%

0.0%

0.0%

6.7%

13.3%

全体（n=13人）

男（ｎ=3人）

女（ｎ=10人）

家族や友人に相談した 

 

公的な機関（児童相談所、市役所）に相談した 

 

民間の機関（弁護士等）に相談した 

学校関係者（教員、スクールカウンセラー等）に

相談した 

医療関係者（医師、看護師等）に相談した 

警察に通報・相談した 

 

誰にも相談しなかった 

 

相談するところが分からなかった 

H26  
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問１２ ＤＶ被害者が相談しやすくするためには、どうしたらよいと思われま

すか？ 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.0%

3.9%

40.5%

34.1%

27.7%

62.1%

39.9%

6.0%

2.5%

39.6%

32.2%

30.7%

60.8%

45.2%

12.1%

3.2%

40.1%

33.2%

29.0%

61.4%

42.4%

全体(n=596)

男性(n=283)

女性(n=311)

R2

相談窓口の周知

プライバシーが保護された相談室の確保

知識・理解を深めるための市民への啓発

活動

夜間・休日の相談窓口の充実

相談窓口職員の質の向上

その他

無回答

14.8%

1.9%

41.8%

35.0%

25.4%

61.7%

40.8%

10.2%

2.6%

39.3%

33.0%

23.8%

59.7%

41.3%

13.2%

2.3%

40.3%

33.7%

24.4%

60.3%

40.8%

全体（n=620)

男性(n=303)

女性(n=301)

相談窓口の周知 

 

プライバシーが保護された相談室の

確保 

知識・理解を深めるための市民への

啓発活動 

 

夜間・休日の相談窓口の充実 

 

相談窓口職員の質の向上 

 

その他 

 

無回答 

H26  
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問１３ 性犯罪、夫婦間や恋人同士での暴力、セクシュアル・ハラスメント等

の暴力をなくすためには、どうしたらよいと思いますか（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.6%

3.5%

29.6%

22.8%

11.6%

32.5%

44.1%

74.0%

26.0%

35.7%

36.7%

2.1%

3.2%

25.4%

14.8%

13.1%

35.3%

38.5%

60.1%

32.2%

33.2%

38.2%

1.3%

3.4%

27.5%

19.0%

12.2%

33.7%

41.3%

67.3%

29.0%

34.4%

37.4%

全体(n=596)

男性(n=283)

女性(n=311)

R2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.6%

2.9%

34.1%

25.1%

10.9%

32.2%

32.2%

66.2%

29.9%

38.3%

29.9%

1.3%

2.6%

28.7%

24.1%

12.9%

34.0%

33.7%

61.1%

27.1%

40.3%

36.0%

1.0%

2.7%

31.1%

24.4%

11.8%

32.7%

32.6%

63.2%

28.2%

38.9%

32.6%

全体（n=620)

男性(n=303)

女性(n=301)

法律・制度の政策や見直しを行う

犯罪の取り締まりを強化する

被害者の支援をする市民団体や関係機関などとの連携を

強化する

被害者が安心して相談できる窓口を充実させる

学校や家庭で男女平等や性についての教育を充実させる

あらゆる差別や暴力を許さないよう、人権を尊重する啓発

活動を充実させる

メディア（新聞・テレビ等）が自主的に倫理規定を強化する

過激な内容の雑誌、ＤＶＤなどの販売や貸し出しを制限する

インターネット上での有害情報の規制を行う

その他

特に対策の必要はない

H26  

被害者が安心して相談できる窓口を充実させる 

学校や家庭で男女平等や性についての教育を充実させる 

あらゆる差別や暴力を許さないよう、人権を尊重する啓発
活動を充実させる 

メディア（新聞・テレビ等）が自主的に倫理規定を強化する 

過激な内容の雑誌、ＤＶＤなどの販売や貸し出しを制限する 

インターネット上での有害情報の規制を行う 

その他 

法律・制度の政策や見直しを行う 

犯罪の取り締まりを強化する 

特に対策の必要はない 

被害者の支援をする市民団体や関係機関などとの連携を
強化する 



27 

 

  

 

１０ 男女共同参画に関する用語等について 

 

 

問１４ 女性を取り巻く問題に関する次の言葉やことがらについて、知ってい

ますか 

（○は質問ごとに一つずつ） 

 

※ 今回の調査から新たに（５）女性活躍推進法を追加した。 

 

■男女共同参画に関する言葉の認知度（全体） 

 
 

■男女共同参画に関する言葉の認知度（Ｈ26年度浜田市アンケート） 

 

（全体　ｎ＝596）

知

っ
て
い
る

知
ら
な
い

（計） （計）

（３）

仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バランス）

（４）

66.9%

（５）

配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護等に関する法律
（DV防止法）

男女共同参画社会基本法

浜田市男女共同参画推進計画

（１）

女性の職業生活における活躍
の推進に関する法律
（女性活躍推進法）

（２）

28.9%

70.1%

37.4%

48.0%

40.4%

24.7%

56.7%

45.1%

53.0%

15.9%

14.1%

6.0%

11.7%

4.7%

51.0%

56.0%

31.4%

36.2%

35.7%

28.9%

24.7%

56.7%

45.1%

53.0%

4.2%

5.2%

5.9%

6.9%

6.5%

概要を知っている

言葉を聞いたことがある

知らない

無回答

（全体　ｎ＝620）

（１） 男女共同参画社会基本法

（２）
配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護等に関する法律
（DV防止法）

47.7%

57.9%

19.7%

30.8%

（３） 浜田市男女共同参画推進計画

（４）
仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バランス）

58.4%

67.7%

29.8%

39.4%

13.7%

15.0%

6.3%

10.0%

44.7%

52.7%

23.5%

29.4%

30.8%

19.7%

57.9%

47.7%

10.8%

12.6%

12.3%

12.9%
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１１ 女性の社会参画について 

 

 

問１５ あなたは、今後どのような職業や役職において、女性が増えるほうが

良いと思いますか。 

（○はいくつでも） 

※ 今回の調査から新設した設問である。 

 

■女性が増える方がよい職業や役職（全体・性別） 

 

（１） 県知事、市町村長

（２） 副知事、副市町村長

（３）
議会の議員（国会、県議会、
市町村議会等）

（４） 大学教授

（５）
国連などの国際機関の
管理職

（６） 企業の管理職

（７）
公務員の管理職（国の省庁、
県庁、市町村の役場等）

（８） 弁護士、医師などの専門職

（９） 起業家、経営者

（１０）
農業・漁業協同組合、森林
組合の役員

（１１） 労働組合の幹部

（１２）
自治会長（町内会長）、PTA
会長など

（１６） 無回答

（１３） 企業の技術者・研究者

（１４） スポーツ指導者・監督

（１５） その他

42.8%

33.4%

59.9%

24.5%

29.0%

44.0%

48.7%

48.2%

32.9%

21.5%

23.3%

33.6%

30.0%

27.3%

4.7%

7.7%

46.6%

35.3%

65.0%

26.1%

26.1%

49.8%

53.0%

43.8%

37.1%

25.1%

25.1%

43.5%

33.9%

30.0%

4.6%

7.1%

39.2%

31.5%

55.3%

23.2%

31.5%

38.9%

45.0%

52.4%

29.3%

18.3%

21.9%

24.8%

26.7%

25.1%

4.8%

8.0%

【全体ｎ＝596】 【男性ｎ＝283】 【女性ｎ＝311】
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問 1６ あなたは、女性の意見や考えを市の施策に反映させるためには、どう

いったことが必要だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 

※ 今回の調査から新設した設問である。 

 

  ■女性の意見等を市の施策に反映させるために必要なこと（全体・性別） 

 

 

 

 

（１）
市議会や行政機関などの
政策・方針決定の場に
女性が参画する

（２）
市の審議会などの委員会
に女性が参画する

（３）
女性の意見や考え方に
対して、市議会や行政
機関の側が関心を持つ

（４）
女性の働きかけを積極的
に行う

（５） 女性自身が関心を持つ

（６） その他

53.9%

46.3%

56.0%

30.4%

55.9%

2.0%

60.4%

53.0%

53.0%

30.0%

51.2%

0.7%

48.2%

40.2%

58.8%

30.9%

60.1%

3.2%

【全体ｎ＝596】

【男性ｎ＝283】

【女性ｎ＝311】
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問１７  あなたは、市の施策について、女性の意見や考えがどの程度反映さ

れていると思いますか。 

（〇は一つ） 

 

※ 今回の調査から新設した設問である。 

 

 ■女性の意見の反映度（全体・性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反
映
さ
れ
て
い
る

反
映
さ
れ
て
い
な
い

（計） （計）

17.6% 34.0%

19.4% 37.8%

16.1% 30.9%

0.5%

1.1%

0.0%

17.1%

18.4%

16.1%

26.3%

30.4%

22.8%

7.7%

7.4%

8.0%

43.3%

36.7%

49.2%

5.0%

6.0%

3.9%

【全体（n＝

596）】

【男性（n＝

283）】

【女性（n＝

311）】

１ 十分反映されている

２ ある程度反映されている

３ あまり反映されていない

４ ほとんど（全く）反映されていない

５ わからない

無回答
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（問 1７で「あまり反映されていない」.または「ほとんど（全く）反映されていない」

と回答した方のみ） 

 

問１７－２ 市の施策に女性の意見や考え方が、反映されていないと思う理由

は何ですか。 

（〇はいくつでも） 

 

■女性の意見が反映されていないと思う理由 

 

（６）

（７）

市議会や行政機関などの
政策・方針決定の場に女性
が少ないから

市の審議会などの委員会に
女性が少ないから

女性の意見や考え方に対し
て、市議会や行政機関の側
の関心が薄いから

女性からの働きかけが
十分ではないから

女性の意見や考え方が
期待されていないから

女性自身の関心が低いから

その他

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

22.1%

17.4%

16.6%

13.4%

8.1%

12.9%

1.2%

27.2%

22.3%

17.7%

15.5%

5.3%

13.1%

2.1%

17.7%

13.2%

15.8%

11.6%

10.6%

12.9%

0.3%

【全体（ｎ＝203）】

【男性（ｎ＝107】

【女性（ｎ＝96）】
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１２ 女性の活躍促進について 

 

 

問１８ あなた自身あるいはあなたの身近にいる女性は、仕事や地域活動で活

躍していると思いますか。 

（〇は一つ） 

※  今回の調査から新設した設問である。 

 

■仕事や地域活動での女性の活躍度 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活
躍
し
て
い
る

活
躍
し
て
い
な
い

（計） （計）

48.0% 30.2%

50.2% 32.5%

46.0% 28.3%

14.1%

15.2%

13.2%

33.9%

35.0%

32.8%

22.5%

25.8%

19.6%

7.7%

6.7%

8.7%

17.1%

12.4%

21.5%

4.7%

4.9%

4.2%

【全体（n＝596）】

【男性（n＝283）】

【女性（n＝311）】

１ 活躍している ２ どちらかというと活躍している

３ どちらかというと活躍していない ４ 活躍していない

５ わからない 無回答
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 （問１８で、「活躍している」または「どちらかというと活躍している」と回答した方のみ） 

 

問１８－２ 女性が活躍していると感じている理由は何ですか。 

（〇は３つまで） 

 

 

■ 女性の活躍促進について（活躍していると感じる理由） 

 

女性のキャリア意識が上がっている

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

産休・育休などの支援制度が充実
し、女性社員(職員)の退社(退職)
が減っている

女性の経営者や管理職が増えている

管理職ではないが、活躍する女性が
増えている

女性の職域が広がっている

各種報道などで、女性の活躍を目に
する機会が増えた

長時間労働の慣習が改善されてきて
いる

PTA会長や自治会長などの役職に
就いている女性が増えている

家庭での理解や協力が得られている

その他

（７）

（８）

（９）

（１０）

17.4%

9.4%

26.0%

16.6%

13.8%

9.2%

3.9%

3.7%

12.8%

1.7%

18.7%

10.6%

26.1%

19.8%

16.6%

10.6%

4.2%

3.5%

11.7%

2.1%

16.4%

8.4%

25.7%

13.5%

11.3%

8.0%

3.5%

3.9%

13.8%

1.3%

【全体（ｎ＝286）】

【男性（ｎ＝142）】

【女性（ｎ＝143）】
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 （問１８で、「どちらかというと活躍していない」または「活躍していない」と回答した方のみ） 

 

問１８－３  女性が活躍していないと感じている理由は何ですか。 

（〇は３つまで） 

 

■ 女性の活躍促進について（活躍していないと感じる理由） 

 

（１）
産休・育休などの支援制度が
充実していない

（２）
産休・育休などの支援制度が
あっても利用しにくい（できない）

（３）
女性の経営者や管理職が
少ない

（４） 女性の職域が限定的である

（５）
女性のキャリア意識が向上して
いない

（６）
出産・育児などのため、男性に
比べキャリア形成が難しい

（７）
男性優位の考え方が変わって
いない

（８）
長時間労働の慣習が改善
されていない

（９）
PTA会長や自治会長など
の役職に就いている女性
がいない

（１０）
家庭での理解や協力が得られ
ていない

（１１） その他

4.7%

7.2%

9.6%

10.4%

7.2%

11.2%

13.6%

4.5%

7.0%

3.5%

0.7%

5.7%

6.7%

9.9%

12.7%

7.8%

9.5%

15.5%

2.8%

8.5%

1.8%

1.1%

3.9%

7.7%

9.3%

8.4%

6.8%

12.9%

11.9%

6.1%

5.8%

5.1%

0.3%

【全体（ｎ＝180）】

【男性（ｎ＝92）】

【女性（ｎ＝88）】


